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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 4,062 △47.4 △497 ― △476 ― △774 ―

21年3月期第2四半期 7,728 ― 468 ― 433 ― 188 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 △108.95 ―

21年3月期第2四半期 26.26 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 10,837 5,469 49.2 751.40
21年3月期 12,107 6,220 50.1 849.15

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  5,329百万円 21年3月期  6,063百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 6.50 ― 3.50 10.00
22年3月期 ― 0.00

22年3月期 
（予想）

― 0.00 0.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,800 △34.1 △760 ― △710 ― △1,020 ― △143.81
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注)詳細は４頁【定性的情報・財務諸表等】4．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

現時点におきましては、平成21年９月11日に発表いたしました業績予想に変更はありません。 
本資料における予想には、発表日現在の将来に関する見通し、計画等に基づく予測が含まれております。経済情勢、競合状況、為替の変動等にかかわる
リスクや不確定要因により実績値が記載の予想値と異なる可能性があります。なお、上記予想に関する事項は、４頁【定性的情報・財務諸表等】3．連結業
績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 7,210,000株 21年3月期  7,210,000株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  117,512株 21年3月期  69,246株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 7,111,056株 21年3月期第2四半期 7,188,587株
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米国の住宅・消費バブルの崩壊と金融危機に端を発する世界同時不況は、最悪期を脱したと言われる

一方で、二番底に陥るリスクも指摘され、未だ出口の見えない状況であります。わが国におきまして

も、在庫調整の一巡やエコ関連製品の需要増等により、製造業の生産は回復基調ではあるものの、その

水準は昨秋の金融・経済危機以前の７～８割程度に留まり、雇用情勢の悪化や設備投資の大幅な減少

等、景気は依然厳しい状況が続いております。 

当社グループの主力納入先であるプラスチック成形加工業界におきましても、１月～７月の射出成形

機の国内生産は台数ベースで前年同期の約26％の2,241台、金額ベースで前年同期の約38％の363億円と

大幅に落ち込んでおり、底入れ時期は全く予想のつかない状況であります。 

このような環境下、当社グループは、プラスチック成形関連のコアビジネスにおきまして、品質の向

上、納期の確守、新製品の開発等、競争力強化によるマーケットシェアの拡大を図るとともに、環境、

電池、食品、医薬、化粧品等の新規販売分野の開拓・拡大に注力してまいりました。 

しかしながら、売上高はコアビジネスにおける需要の大幅減の影響が大きく、前年同期比36億６千６

百万円減(同47.4％減)の40億６千２百万円となりました。 

損益面でも、材料費を中心とした原価低減、人件費を中心とした諸経費の削減を図っておりますが、

売上高の減少に伴う売上総利益の減少、工場操業度の低下や価格競争の激化等による売上総利益率の悪

化をカバーするには至らず、４億９千７百万円の営業損失(前年同期は４億６千８百万円の営業利益)、

４億７千６百万円の経常損失(前年同期は４億３千３百万円の経常利益)となりました。 

更に、会員権評価損１千１百万円を特別損失に計上し、繰延税金資産の回収可能性見直し等により法

人税等調整額２億８千８百万円を計上した結果、７億７千４百万円の四半期純損失(前年同期は１億８

千８百万円の四半期純利益)となりました。 
  

事業の種類別セグメントでは、プラスチック製品製造機器事業の売上高は、プラスチック成形加工業

界における設備投資の大幅減により、前年同期比33億６千６百万円減(同45.9％減)の39億７千３百万円

となり、損益面では売上高の減少に伴う売上総利益の減少、工場操業度の低下や価格競争の激化等によ

る売上総利益率の悪化等により、４億４千５百万円の営業損失(前年同期は４億５千３百万円の営業利

益)となりました。新規事業の売上高は、環境関連の大型物件が減少したこと等により、前年同期比２

億９千９百万円減(同77.1％減)の８千９百万円となり、損益面では５千１百万円の営業損失(前年同期

は１千４百万円の営業利益)となりました。 

所在地別セグメントでは、各所在地ともコアビジネスにおける需要減少の影響が大きく、日本では、

売上高が前年同期比28億５千４百万円減(同46.0％減)の33億５千３百万円となり、３億７千４百万円の

営業損失(前年同期は３億２千万円の営業利益)となりました。中国では、売上高が前年同期比５億６千

３百万円減(同54.4％減)の４億７千１百万円となり、９千６百万円の営業損失(前年同期は１億７百万

円の営業利益)となりました。その他の地域では、売上高が前年同期比５億６千７百万円減(同53.0％

減)の５億３百万円となり、３千５百万円の営業損失(前年同期は２千５百万円の営業利益)となりまし

た。 

なお、所在地別セグメントの売上高には、セグメント間の内部売上高を含んでおります。 
  

流動資産は、前連結会計年度末に比べて、受取手形及び売掛金、商品及び製品、仕掛品が減少したこと

等により10億８千２百万円減少し、80億４千万円となりました。固定資産は、前連結会計年度末に比べ

て、保険積立金、繰延税金資産が減少したこと等により１億８千７百万円減少し、27億９千７百万円とな

りました。この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて12億６千９百万円減少し、108億３千７百万

円となりました。 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて、１年内償還予定の社債が増加しましたが、支払手形及び買掛

金が減少したこと等により２千１百万円減少し、27億２千７百万円となりました。固定負債は、前連結会

計年度末に比べて、社債、長期借入金等が減少したこと等により４億９千７百万円減少し、26億４千万円

となりました。この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて５億１千８百万円減少し、53億６千７

百万円となりました。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて、四半期純損失の発生、剰余金の配当、自己株式の取得等に

より７億５千万円減少し、54億６千９百万円となりました。 
  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績(平成21年４月１日～平成21年９月30日)に関する定性的情報
(1) 当第２四半期連結累計期間の概況

(2) セグメント別の概況

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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当社グループを取り巻く経営環境は依然厳しい状況が続いておりますが、第３四半期以降は、コアビジ

ネスにおける更なる競争力強化、新規販売分野の開拓・拡大のスピードアップ等、期初の重点施策を着実

に実行していくことにより、計画の達成が可能と判断しております。現時点におきましては、平成21年９

月11日に発表いたしました業績予想に変更はありません。 
  

「工事契約に関する会計基準」の適用 

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事

契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号 平成19年12月27日)及び「工事契約に関する会計基準

の適用指針」(企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日)を、第１四半期連結会計期間から適

用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、進捗部分について成果の確実性が認められ

る工事については工事進行基準(工事の進捗率の見積りは原価比例法)を、その他の工事については工

事完成基準を適用しております。これにより、当第２四半期連結累計期間の売上高は77,533千円、売

上総利益は15,110千円増加し、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失はそれぞれ15,110

千円減少しております。なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他
四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

(会計処理の原則及び手続の変更)
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,545,008 3,348,947

受取手形及び売掛金 3,024,908 3,767,688

商品及び製品 400,136 533,470

仕掛品 339,765 467,195

原材料及び貯蔵品 707,548 814,381

その他 124,411 262,038

貸倒引当金 △101,738 △71,207

流動資産合計 8,040,041 9,122,514

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,320,487 1,313,871

その他（純額） 1,016,809 1,055,010

有形固定資産合計 2,337,296 2,368,881

無形固定資産   

のれん 18,102 36,205

その他 31,531 32,358

無形固定資産合計 49,633 68,564

投資その他の資産   

その他 428,022 574,708

貸倒引当金 △17,196 △26,932

投資その他の資産合計 410,826 547,776

固定資産合計 2,797,756 2,985,222

資産合計 10,837,798 12,107,736

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 942,406 1,438,722

短期借入金 675,530 599,000

1年内償還予定の社債 500,000 －

未払法人税等 7,339 －

製品保証引当金 99,561 139,578

役員賞与引当金 － 10,600

その他 502,649 560,785

流動負債合計 2,727,487 2,748,685

固定負債   

社債 1,400,000 1,900,000

長期借入金 721,250 728,980

退職給付引当金 281,719 280,000

役員退職慰労引当金 131,630 154,648

負ののれん 20,925 25,571

その他 84,872 48,967

固定負債合計 2,640,398 3,138,169

負債合計 5,367,886 5,886,854
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 977,142 977,142

資本剰余金 1,069,391 1,069,391

利益剰余金 3,416,632 4,216,379

自己株式 △40,064 △21,977

株主資本合計 5,423,102 6,240,935

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 30,858 19,085

為替換算調整勘定 △124,700 △196,433

評価・換算差額等合計 △93,841 △177,347

少数株主持分 140,651 157,294

純資産合計 5,469,912 6,220,881

負債純資産合計 10,837,798 12,107,736
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 7,728,331 4,062,260

売上原価 5,697,104 3,295,565

売上総利益 2,031,226 766,695

販売費及び一般管理費 1,562,916 1,263,880

営業利益又は営業損失（△） 468,310 △497,184

営業外収益   

受取利息 7,805 3,793

受取配当金 4,399 2,209

負ののれん償却額 4,665 4,646

助成金収入 － 15,281

その他 14,175 39,853

営業外収益合計 31,045 65,785

営業外費用   

支払利息 17,530 24,154

為替差損 24,919 －

コミットメントライン手数料 － 12,214

その他 23,374 8,789

営業外費用合計 65,824 45,157

経常利益又は経常損失（△） 433,530 △476,557

特別利益   

固定資産売却益 － 911

特別利益合計 － 911

特別損失   

固定資産除却損 1,968 721

投資有価証券評価損 21,876 －

会員権評価損 － 11,941

特別損失合計 23,845 12,662

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

409,685 △488,308

法人税、住民税及び事業税 200,148 9,721

法人税等調整額 △2,060 288,956

法人税等合計 198,087 298,678

少数株主利益又は少数株主損失（△） 22,801 △12,232

四半期純利益又は四半期純損失（△） 188,796 △774,753
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該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

 
(注) 事業区分は製品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性を考慮して行っております。各事業の内容は次

のとおりであります。 

 
  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) １ 事業区分は製品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性を考慮して行っております。各事業の内容は

次のとおりであります。 

 
２ (追加情報) 

平成21年10月１日付で、従来の「新規事業」セグメントの主要製品である廃プラスチックのリサイクル関連

の合理化機器及び中大型粉砕機については、拠点の統廃合を実施するとともに、独立組織を解体し営業、製

造、設計、開発の各既存部門に再編し一体運営していくことといたしましたので、平成22年３月期第３四半

期決算より、「新規事業」セグメントは「プラスチック製品製造機器事業」セグメントに統合いたします。

３ 【定性的情報・財務諸表等】4．に記載のとおり、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、進捗

部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準(工事の進捗率の見積りは原価比例法)

を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。これにより当第２四半期連結累計期間の売

上高は、「プラスチック製品製造機器事業」セグメントで77,533千円増加し、営業損失は15,110千円減少し

ております。 

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

プラスチック
製品製造機器 
事業(千円)

新規事業
(千円)

計(千円)
消去又は全社 

(千円)
連結(千円)

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 7,339,501 388,830 7,728,331 ― 7,728,331

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 7,339,501 388,830 7,728,331 ― 7,728,331

営業利益 453,663 14,646 468,310 ― 468,310

事業区分 主な事業内容

プラスチック製品製造 

機器事業

プラスチック材料等の貯蔵、輸送、混練、計量、乾燥、着色等の各工程の

合理化機器の自動化システム及び金型の温度調節機器(金型温度調節機及び

金型冷却機)の製造・販売・保守サービス

新規事業
粉砕機及び環境保全関連等の各工程の合理化機器の自動化システムの製

造・販売・保守サービス

プラスチック
製品製造機器 
事業(千円)

新規事業
(千円)

計(千円)
消去又は全社 

(千円)
連結(千円)

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 3,973,209 89,051 4,062,260 ― 4,062,260

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,973,209 89,051 4,062,260 ― 4,062,260

営業利益(△は損失) △445,917 △51,267 △497,184 ― △497,184

事業区分 主な事業内容

プラスチック製品製造 

機器事業

プラスチック材料等の貯蔵、輸送、混練、計量、乾燥、着色等の各工程の

合理化機器の自動化システム及び金型の温度調節機器(金型温度調節機及び

金型冷却機)の製造・販売・保守サービス

新規事業
粉砕機及び環境保全関連等の各工程の合理化機器の自動化システムの製

造・販売・保守サービス
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前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度及び経済活動の類似性によっております。  

２ 各区分に属する主な国又は地域 

   その他の地域……アメリカ合衆国・シンガポール・マレーシア・タイ・台湾 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度及び経済活動の類似性によっております。  

２ 各区分に属する主な国又は地域 

   その他の地域……アメリカ合衆国・シンガポール・マレーシア・タイ・台湾 

３ 【定性的情報・財務諸表等】4．に記載のとおり、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、進捗

部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準(工事の進捗率の見積りは原価比例法)

を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。これにより当第２四半期連結累計期間の売

上高は、「日本」セグメントで77,533千円増加し、営業損失は15,110千円減少しております。 

  

【所在地別セグメント情報】

日本 
(千円)

中国
(千円)

その他
の地域 
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に対する売上高 5,937,558 735,801 1,054,971 7,728,331 ─ 7,728,331

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

270,463 298,411 15,466 584,341 (584,341) ─

計 6,208,021 1,034,212 1,070,438 8,312,673 (584,341) 7,728,331

営業利益 320,186 107,965 25,129 453,281 15,028 468,310

日本 
(千円)

中国
(千円)

その他
の地域 
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に対する売上高 3,235,081 335,285 491,894 4,062,260 ─ 4,062,260

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

118,611 135,879 11,378 265,869 (265,869) ─

計 3,353,693 471,165 503,272 4,328,130 (265,869) 4,062,260

営業利益(△は損失) △374,911 △96,938 △35,140 △506,990 9,805 △497,184
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前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

 (1) 東アジア……中国・台湾・香港・韓国 

   このうち、中国における売上高は739,627千円(連結売上高に占める割合9.6％)であります。 

 (2) 東南アジア……タイ・シンガポール・マレーシア・ベトナム・インドネシア 

 (3) 北米……アメリカ合衆国・カナダ 

 (4) その他の地域……メキシコ・南アフリカ 

３ 海外売上高は、当社及び子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

 (1) 東アジア……中国・台湾・香港・韓国 

   このうち、中国における売上高は398,666千円(連結売上高に占める割合9.8％)であります。 

 (2) 東南アジア……タイ・シンガポール・マレーシア・ベトナム 

 (3) 北米……アメリカ合衆国 

 (4) その他の地域……オーストラリア 

３ 海外売上高は、当社及び子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

該当事項はありません。 

【海外売上高】

東アジア 東南アジア 北米 その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 1,014,938 840,010 439,712 98,339 2,393,000

Ⅱ 連結売上高(千円) 7,728,331

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

13.1 10.9 5.7 1.3 31.0

東アジア 東南アジア 北米 その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 506,576 332,292 113,132 9,113 961,114

Ⅱ 連結売上高(千円) 4,062,260

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

12.5 8.2 2.8 0.2 23.7

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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